
令和７年度 第１回理事会議事録 

 

 

日 時  令和７年４月３日（木）午後１時３０分～午後５時３０分 

場 所  沖縄県土地家屋調査士会会議室 

出席者  ■金城行男 ■近藤哲司 ■福原義隆 ■島袋裕二 ■半嶺当徹 ■比嘉常博 

■花城康喜 ■澤岻公亮 ■細野陽一 ■諸喜田秀和■佐平博昭 ■髙橋 潤 

■佐久田俊充■野國昌淳 

協議事項  １．各部事業報告の件 

      ２．各部事業計画（案） 

      ３．総会までの流れ（スケジュール確認） 

      ４．総会の役割分担 

      ５．総会までの確認事項 

      ６．次期役員、各委員会並びに選挙管理委員会、選考委員会について 

      ７．総会の際審議事項に上がる議題について 

        ①予算値上げの件 

        ②統一システムの件 

        ③その他 

      ８．周年祭とシンポジウムの件 

        ①題材は 

        ②講演者は 

        ③どのような形態で行うか 

        ④協賛の件 

      ９．令和８年の担当会の件 

      10. その他 

議事録作成者：野国昌淳 

議事録署名人：比嘉常博業務部長、諸喜田秀和広報部長 

 

金城行男会長 

挨拶を行い、本日の協議事項のスケジュールを説明する。 

 

【協議事項】 

 

１．各部事業報告 

総務部報告 半嶺当徹総務部長 

・今回、諸規定集の補正は特にありませんでした。 

・第５７回、第５８回、第５９回定時総会にて決議された会則及び規則について、配布でき

ていなかった分を配布した。（年末の記載を削除） 

・沖縄県土地家屋調査士会顕彰規程を一部変更し、配布した。（年末の記載を削除） 

・会員への連絡及び指導に関する事項は、順次会員へ通知しています。 

金城行男会長  ：前回、第６０回と同じ記載にして下さい。 



・非調査士行為排除の対策として、令和６年１１月に各登記所に実態調査を実施した。 

・令和７年２月１７日（月）桐友会へ参加した。 

・苦情相談委員会へ３回出席した。 

・令和６年９月２４日（月）第１回業務研修会へ対応した。 

・令和６年１０月１８日（金）美来工科高校にて出前授業を行った。 

・令和７年２月２７日（金）沖縄工業高校にて職業理解講座へ参加した。 

・令和７年２月１０日（月）第２回業務研修会へ対応した。 

・令和６年１０月２２日（火）、２３日（水）九州ブロック協議会へ対応した。 

・沖縄士業ネットワーク協議会との連携として、年３回会議に参加し、 

令和６年１１月１６日（土）よろず相談会へ参加した。 

・入会面接に３回対応した。 

・統一システム選考委員会へ７回出席した。 

・令和６年１１月１日（金）静岡西遠支部ＧＮＳＳ研修会へ参加した。 

・令和６年１１月６日（水）三団体合同役員会へ参加した。 

・令和６年１１月２７日（水）沖縄県用地職員研修会へ参加した。 

福原義隆副会長：ＧＮＳＳは記載する必要はありますでしょうか。 

金城行男会長 ：今後の研修につながる可能性があるので、本会から宿泊費と交通費をだし

ています。 

福原義隆副会長：総務部の記載でいいでしょうか。 

金城行男会長 ：総務部の関連ではないので、削除して下さい。研修部の記載でお願いしま

す。 

 

業務部報告 比嘉常博業務部長 

・令和６年７月１９日（水）に桐友会連絡会に参加した。 

・表示登記に関する確認事項について、法務局へ令和６年１０月３日（木）付で文章を提出

し、令和６年１１月２８日（木）付で回答を得てホームページに掲載した。 

・令和６年９月２４日（火）第１回業務研修会を開催した。 

・令和７年２月１０日（月）第２回業務研修会を開催した。 

・令和６年９月３日（火）担当者会同の議題を作成し九Ｂ事務局へ提出した。 

・令和６年９月６日（金）座長として各県会の議題を取りまとめ九Ｂ事務局に提出した。 

・令和６年１０月２２日（火）、２３日（水）担当者会同に出席した。 

・令和６年１１月１２日（火）座長として業務部会議事録を作成し九Ｂ事務局に提出した。 

・令和６年８月２３日（金）第１回筆界研究委員会へ参加した。画地調整の手法や資料調査

の在り方について意見交換を行い、会員へ周知する必要性を確認し、第２回業務研修会にて

活動報告を行う事を決定した。 

・令和６年１１月２２日（金）第２回筆界研究委員会へ参加し、第２回業務研修会の内容を

協議した。 

・令和７年１月２４日（金）第３回筆界研究委員会へ参加し、第２回業務研修会のリハーサ

ルを実施した。 

・令和６年９月４日（水）仲宗根善浩会員から北谷町区画整理資料の提供を頂いた。 

・令和７年３月２６日（水）當山清会員から昭和５７年の那覇市道路台帳に関する２級基準

点の資料及び昭和３４年以降の三角点の資料の提供を頂いた。 



・境界鑑定業務に関する対応は、本年度対応は無し。 

・研修部との合同部会を３回実施した。 

・令和６年１０月１８日（金）美来工科高校の出前授業に参加した。 

・令和６年１０月２９日（火）那覇市道路管理課の「土地境界確認事務について」の意見交

換会に出席し、１１月１５日（金）に出席者の意見を記載した書面を那覇市へ提供した。 

・令和７年２月２６日に沖縄県司法書士会業務研修会にて「司法書士が知っておきたい表示

登記」の後半の講師を担当した。 

・令和７年３月２１日（金）那覇市道路管理課職員の来訪があり土地境界確認事務の改善内

容について方針をお聞きした。新年度の改善内容は那覇市ホームページで掲載予定を確認し

た。 

金城行男会長 ：九州ブロック協議会への対応の中で、「令和６年９月３日（火）担当者会

同の議題を作成し九Ｂ事務局へ提出した」は削除して下さい。 

比嘉常博業務部長：総務部に記載のあった、苦情相談委員会への対応は、私もあったのです

が業務部の方でも記載した方が良いでしょうか。 

金城行男会長 ：その他のところに、年に何回参加したという、記載で良いと思います。 

・九Ｂの記載を九州ブロック協議会へ統一する。 

 

研修部報告 細野陽一研修部長 

・令和６年９月２４日（火）八汐荘にて第１回業務研修会をハイブリット方式で開催した。 

・令和７年２月１０日（月）八汐荘にて第２回業務研修会をハイブリット方式で開催した。 

・研修会時にアンケートを実施し、今後の研修テーマ選定等に役立てる。 

・研修会の資料等を保管・公開していく。 

細野陽一研修部長：今年の研修内容は、ホームページにアップ済でしょうか。 

諸喜田秀和広報部長：アップしてないです。 

金城行男会長  ：随時、ホームページにアップしているのでいいのではないでしょか。 

細野陽一研修部長：去年と同じ文面を入れるようにします。 

金城行男会長  ：筆界研究委員会の内容は、確実にホームページにのせて下さい。 

諸喜田秀和広報部長：わかりました。全部のせるようにします。 

・令和６年１０月２２日（火）、２３日（水）九州ブロック協議会担当者会同へ出席した。 

・令和７年１月３１日（金）沖縄県土地家屋調査士会会議室にて令和６年度年次研修会を開

催した。 

・令和６年７月１９日（金）桐友会連絡会に参加した。 

・令和６年８月２３日（金）第１回筆界研究委員会に参加した。 

・令和６年１０月１８日（金）美来工科高等学校にて出前授業を行った。 

・令和６年１１月１日（金）静岡県土地家屋調査士会西遠支部研修会（ＧＮＳＳ研修）に参

加した。 

・令和６年１１月２２日（金）第２回筆界研究委員会に参加した。 

・令和６年１１月２７日（水）沖縄県用地職員実務研修に総務部・公嘱協会と共に参加した。 

・令和７年１月２４日（金）第３回筆界研究委員会に参加した。 

・令和７年２月２６日（水）沖縄県司法書士会の業務研修に業務部と共に講師として参加し

た。 

・業務研修合同部会を３回開催した。 



・出前授業の打合せを４回行った。 

福原義隆副会長 ：「筆界研究委員会に３回参加した」の記載ではどうでしょうか。 

細野陽一研修部長：去年は日付を入れて、分けて記載してありました。 

福原義隆副会長 ：了解しました。 

近藤哲司副会長 ：高校の名称がバラバラなので統一した方が良いのではないでしょうか。 

福原義隆副会長 ：美来工科高等学校、沖縄工業高等学校で統一しましょう。 

細野陽一研修部長：筆界研究委員会への参加はまとめた方が良いでしょうか。 

金城行男会長  ：まとめて筆界研究委員会へ参加したでも良いと思います。 

福原義隆副会長 ：業務部管轄なので「３回参加した」で良いと思います。 

澤岻公亮社会事業部長：（１）③「研修会の資料等を保管・公開していく」は、今年度は何

もなかったという事でしょうか。 

細野陽一研修部長：やったという方向で、去年と同じ文面を入れます。 

 

広報部報告 諸喜田秀和広報部長 

・九州ブロック協議会への対応。今年度は広報部担当者会同は無し。 

・令和６年９月３０日（月）沖縄工業高等学校に訪問し、職業理解講座を行った様子をホー

ムページと会報誌への掲載許可の依頼をした。 

・令和６年１０月１８日（金）美来工科高等学校にて出前授業に参加した。 

・令和７年２月２１日（金）沖縄工業高等学校にて職業理解講座に参加。その際に前年に行

った職業理解講座の様子を掲載した会報「おきなわ」を寄贈した。 

・令和７年３月６日（木）全国広報担当者会同（電子会議）に出席した。 

・広報部会を２回開催した。 

・出前授業の打合せに２回参加した。 

・職業理解講座の打合せに３回参加した。 

近藤哲司副会長：（２）「①会報「おきなわ」の発刊」は去年は記載されていません。 

金城行男会長 ：事業計画案の中に「①会報「おきなわ」の発刊」と入れてあるので良い。 

近藤哲司副会長：わかりました。 

比嘉常博業務部長：①の文章で、「、,」が混在しているので「、」に合わせた方が良いの

ではないでしょうか。 

諸喜田秀和広報部長：わかりました。 

澤岻公亮社会事業部長：その他以外に日付が入っていませんが、良いでしょうか。 

諸喜田秀和広報部長 ：例年、入ってなかったので入れてません。 

半嶺当徹総務部長 ：（１）①新聞広告「無料相談会の開催の広告を実施」の記載の確認。 

諸喜田秀和広報部長：「無料相談会の開催広告を実施」にします。 

近藤哲司副会長  ：事業計画では（１）①新聞広告等になっているので「等」を入れた方

が良いのではないでしょうか。 

諸喜田秀和広報部長：わかりました。 

金城行男会長   ：無料相談会の広報活動で、ポスターを持って新聞各社へ行くのも良い

と思います。司法書士会や行政書士会は、そのように行っているみたいです。 

 

 

社会事業部報告 澤岻公亮社会事業部長 



・おきなわ境界問題相談センターの支援。本年度は活動無し。 

・公嘱協会、政治連盟との連携協調 

・令和７年１月６日（月）沖縄県との災害協定締結に向けて、公嘱協会と共に沖縄県生活

安全安心課と協議を行った。 

・その他公共・公益に係わる事業の推進に関する事項 

・令和６年７月３１日（水）、８月８日（木）全国一斉不動産表示登記無料相談会を開催

した。 

・法務局のイベントへの対応。本年度は活動無し。 

・地方自治体（県及び各市町村）への対応 

・令和６年９月１３日（金）うるま市役所企画部危機管理課に、災害協定に関する研修会

の開催予定及び現状について確認した。 

・沖縄士業ネットワーク協議会への対応 

・令和６年１１月１６日（土）くらしと事業のよろず相談会に参加した。 

・令和７年２月１２日（水）沖縄弁護士会主催の勉強会「他業種団体との連携による災害

対応体制の整備に関する研修会」に参加した。 

・沖縄地区土地政策推進連携協議会への対応 

・令和６年４月１６日（火）第１回幹事会に参加した。 

・令和６年５月２９日（水）通常総会にＷＥＢにて参加した。 

・令和６年８月１日（木）講演会と講習会にＷＥＢにて参加した。 

 ・令和７年２月１８日（火）第２回幹事会にＷＥＢにて参加した。 

・令和６年１０月２２日（火）、２３日（水）九州ブロック協議会担当者会同に出席し協議

した。 

・出前授業の打合せを４回行った。 

・令和６年１０月１８日（金）美来工科高等学校にて出前授業を行った。 

・令和６年１２月１３日（金）社会事業部会を開催した。 

金城行男会長 ： 事業計画に記載されている事に関しては、活動がない場合でも文面を統

一して、記載して下さい。「本年度は活動無」。⑥その他は、無い場合は削除して良い。 

細野陽一研修部長：（４）の宮﨑→宮崎に訂正お願いします。 

 

 

おきなわ境界問題相談センター報告 近藤哲司副会長 

・事前相談及び境界紛争等に関する相談、調停、和解の仲介 

・事前相談（令和７年３月３１日時点） 

  電話   ８件（内センター業務外： ８件） 

  来訪者 ３３件（内センター業務外：２８件）センター業務内５件 

  相 談  １件 

  調停申立 １件 

  期 日  ０件 

  和 解  ０件 

・センター業務に関する構成員の研修 

・令和７年３月２７日（木）第１回センター構成員研修会を開催した。 

・センターに関する広報活動 



・令和６年７月３１日（水）全国無料相談会の新聞広告に掲載及び同相談会にてパンフレ

ットを配布した。 

・令和７年１月タイムス住宅新聞に年賀広告を掲載した。 

・弁護士会及び関係団体との連携協議 

・令和６年９月ＡＤＲ対応弁護士相談員を選出依頼した。 

・令和６年１１月１６日（土）沖縄士業ネットワーク協議会「くらしと事業のよろず相談

会」に対応した。 

・令和７年２月ＡＤＲ対応弁護士調停員を選出依頼した。 

・筆界特定制度との効果的な連携。 

 ・令和６年度九州ブロック協議会担当者会同の社会事業部会で行われたＡＤＲにおける九 

州各県の筆界特定制度との連携状況の情報を収集した。 

・令和６年５月に日調連へＡＤＲ運営報告書提出。（本相談０件、調停０件） 

・令和６年７月に日調連のＡＤＲセンター規則改正モデルを検討。 

・令和６年９月１２日（木）ＡＤＲ相談委員会開催。 

・令和６年１２月１０日（火）ＡＤＲ相談委員による本相談開始。 

・令和７年３月１２日（木）ＡＤＲ調停委員会開催。 

・令和６年度運営委員会 ２回開催。 

金城行男会長 ：（５）は、九州ブロック協議会から何か情報を収集したのでしょうか。 

近藤哲司副会長：もってかえった議事録で収集しました。本年度は活動無にします。 

金城行男会長 ：九州ブロック協議会で社会事業部の部会がある時にセンターは呼ばれない

のでしょうか。 

近藤哲司副会長：呼ばれないです。 

島袋裕二理事 ：調停を開催して、どんな問題とか質問がくる可能性もありますが対応はど

うでしょうか。 

近藤哲司副会長：調停中なので、内容は公表できません。 

 

財務部報告 福原義隆財務部長 

・財政の健全化と管理体制の徹底。 

・福利厚生にかんする事項 

・親睦行事に関する事項。本年度の対応無。 

・令和６年１０月２２日（火）、２３日（水）九州ブロック協議会担当者会同に出席し協議

した。 

・令和６年１０月２４日（木）開催の九州ブロック協議会ゴルフ大会参加者に助成金を支出

した。 

・事故処理委員会への対応。本年度の対応無。 

・令和６年５月３１日（金）第６０回定時総会会場使用料及び懇親会費を支払った。 

・令和６年７月３１日（水）リーガルガーデン年間利用契約料及び日調連親睦ゴルフ大会協

賛金を支払った。 

・令和６年９月３０日（月）第１回業務研修会会場使用料、上半期の支部交付金及び助成金

を支払った。 

・令和６年１１月５日（火）中間監査を受けた。 

・令和７年１月３１日（金）九州ブロック協議会・日調連ゴルフ大会助成金を支払った。 



・令和７年２月２８日（金）第２回業務研修会会場使用料、下半期の支部交付金を支払った。 

金城行男会長 ：中間監査は記載されていますが、監査は記載しないのでしょうか。 

福原義隆副会長：監査は年度またぎで、理事会の決議のあとに監査という流れです。 

近藤哲司副会長：（１）①「予算執行の効率化」は去年の事業計画では「予算執行の確認」

になっていますが、どうでしょうか。 

福原義隆副会長：「予算執行の確認」にします。 

・令和６年度一般会計収入支出決算書の報告。 

・令和６年度財産目録（一般会計）の報告。 

・周年事業特別会計の報告。今年度、支出はありません。 

島袋裕二理事 ：公嘱協会に関することですが、宮古、八重山が事務所を閉鎖する事になっ

た場合に、本協会の職員を増やそうとしています。家賃を支払いますので、本会のスペース

を借りる事は可能でしょうか。会議室は今のままです。 

金城行男会長 ：検討します。 

 

おきなわ境界問題相談センター 近藤哲司副会長 

・おきなわ境界相談センターの令和６年度収支決算書の報告。 

・おきなわ境界相談センター財産目録の報告。 

 

金城行男会長 ：令和６年度の各部の事業執行に関する件と決算について承認を取ります。 

参加者全員  ：異議なし。承認。 

 

２． 各部事業部計画（案） 
半嶺当徹総務部長 

・事業計画案は例年通りです。 

金城行男会長 ：（６）その他 ①６０周年事業への対応は、カッコ書きにして下さい。 

        （６）６０周年事業への対応 

        （７）その他 

 

比嘉常博業務部長 

・事業計画案は例年通りです。 

金城行男会長 ：みんな６０周年事業への対応はカッコ書きにするのでしょうか。 

福原義隆副会長：総務部の中の記載で良いと思います。 

 

細野陽一研修部長 

・事業計画案は例年通りです。 

 

諸喜田秀和広報部長 

・事業計画案は例年通りです。 

・（２）②創立６０周年記念誌の編集は削除。 

・（５）６０周年事業への対応を追加記載。総務部と統一して記載すること。 

半嶺当徹総務部長：周年事業の正式名称とかは、ありますでしょうか。 

金城行男会長  ：「創立６０周年事業への対応」で良いのではないでしょうか。 



 

澤岻公亮社会事業部長 

・事業計画案は例年通りです。 

 

近藤哲司おきなわ境界問題相談センター長 

・事業計画案は例年通りです。 

 

福原義隆財務部長 

・事業計画案は例年通りです。 

近藤哲司副会長：（１）①予算執行の効率化にして下さい。 

福原義隆副会長：去年と同じ、「予算執行の確認」にします。 

・（６）創立６０周年事業への対応 を追加記載します。 

・令和７年度一般会計収入支出予算案の説明。 

金城行男会長 ：この予算案は、令和７年度から対応できるのでしょうか。 

福原義隆副会長：前回会費を上げる時には、そのようにしています。 

金城行男会長 ：連合会は、令和７年度に総会に諮って、令和８年度から値上げをします。 

福原義隆副会長：会則別紙の施行日を「令和７年４月１日から施行する」と唄えば、それは

可能であるととらえています。それも含めて、承認を頂くという事です。３号か４号の議案

で、会則一部改正の提案をします。 

金城行男会長 ：予算案の承認を貰う前に、行わないといけません。 

福原義隆副会長：わかりました。 

金城行男会長 ：統一システムの件は、総会前に会員に情報を流さないといけません。 

半嶺当徹総務部長：はい。総会資料と一緒に送ります。 

 

金城行男会長 ：会費を１万７千円に上げて、５７０万円ほどの内部留保ができた時に、何

を目的としているのかとの質問がある場合には、説明できるように準備して下さい。 

福原義隆副会長：わかりました。 

比嘉常博業務部長：今年度は、周年祭に関係なく２回業務研修会を開催した方が良いでしょ

うか。 

金城行男会長 ：周年祭事業とは別で、基本２回と考えていた方が良いと思います。 

比嘉常博業務部長：わかりました。 

島袋裕二理事 ：将来の為に会館営繕積立金も上げる事も検討してはどうでしょうか。 

福原義隆副会長：検討してみます。 

 

金城行男会長 ：令和７年度一般会計収入支出予算案について決議を取ります。 

参加者全員  ：異議なし。承認。 

 

 

 

近藤哲司おきなわ境界問題相談センター長 

・令和７年度収支予算案の説明。 



・センターの旅費がない為、運営委員等を研修に参加させることができてません。参加でき

るように規則改正と予算を組んで、承認を頂きたい。 

 

金城行男会長 ：おきなわ境界問題相談センターの規則改正に関する件と令和７年度収支予

算案について決議を取ります。 

参加者全員  ：異議なし。承認。 

 

３． 総会までの流れ 
・全体スケジュールの確認。 

金城行男会長 ：原稿の最終提出はいつまででしょうか。 

知念事務局長 ：事務局で取りまとめて、印刷会社に提出するのが４月１４日（月）です。 

金城行男会長 ：私は４月１２日（土）までに事務局へ提出します。 

        ５月９日（金）は総会の予行演習もしますので全員参加して下さい。 

 

４． 総会の役割分担 
・総会の役割分担の確認。第６０回と同じ役割分担。 

・司 会 ：総会 野国昌淳理事  式典 佐久田俊充理事  懇親会 髙橋潤理事 

・開式の辞：近藤哲司副会長    閉式の辞 福原義隆副会長 

・総会議長：伊盛 進会員（南部支部） 

・土地家屋調査士倫理綱領斉唱：友寄会員（中部支部） 

 

福原義隆副会長 

・会則一部改正（会費値上げ）の審議の件の説明。 

・積立金の金額は変更無し。 

・法人会員の会費は主たる事務所１万７千円、従たる事務所１事務所につき１万７千円にす

る。 

近藤哲司副会長：積立金はいくらからいくらの間という幅をもたせることも可能でしょうか。

理事会決議で決議した金額を繰入するようにするとかは、どうでしょうか。 

福原義隆副会長：そういう規定にして、承認を頂ければ可能だと思います。 

金城行男会長 ：現状のままで１年間様子を見て、執行部で検討していきましょう。 

 

金城行男会長 ：会則一部改正（会費値上げ）の審議の件について決議を取ります。 

参加員全員  ：異議なし。承認。 

 

５． 次期役員、各委員会並びに選挙管理委員会、選考委員会について 
・会長 ：金城行男会長 

・副会長：福原義隆副会長（会長推薦）近藤哲司副会長（会長推薦） 

・各支部の総会と推薦理事 

・八重山支部：支部総会（４月９日）髙橋潤会員。 

・宮古支部 ：支部総会（未定）推薦理事は保留。 

・南部支部 ：支部総会（４月２５日）推薦理事は未定。 

・宜野湾支部：支部総会（４月１８日）諸喜田秀和会員。 



・中部支部 ：支部総会（未定）吉田美苗会員。 

・北部支部 ：支部総会（４月２５日）細野陽一会員。 

・那覇支部 ：支部総会（４月１８日）比嘉常博会員、島袋裕二会員。 

・選考理事：澤岻公亮会員、野国昌淳会員。 

・会長指名理事：半嶺当徹会員。 

・監事    ：当銘盛光会員、糸数 厚会員。 

・監事、予備監事、予備綱紀委員は、金城行男会長から声掛けします。 

・筆界研究委員会 

 ・業務部長、研修部長、業務部理事は入ります。 

 ・金城行男会長から声掛けします。 

・名誉会長  ：宮城朝光会員、比嘉定善会員。 

・顧問    ：金城榮秀会員。 

金城行男会長 ：金城榮秀会員を顧問に推薦しようと思います。決議をお願いします。 

参加者全員  ：異議なし。承認。 

 

・半嶺当徹総務部長の補助をする会員を１人検討する。 

金城行男会長 ：周年事業と担当者会同があるので、総務部の補助をする為に理事を１人増

やす事の決議を取ります。 

参加者全員  ：異議なし。承認。 

 

６． 総会の際審議事項に上がる議題について 
・統一システムの件 

金城行男会長 ：どうして統一システムに入るのでしょうかという質問が出てくると思うの

で、説明できるようにして下さい。 

半嶺当徹総務部長：グループウェアに関する資料を、総会資料と一緒に送付しようと思いま

す。 

島袋裕二理事 ：実施スケジュールの中で、２０２５年３月に契約は実施したのでしょうか。 

半嶺当徹総務部長：２０２４年１１月に発注しているという事です。 

島袋裕二理事 ：これは、今回総会に諮るのでしょうか。 

金城行男会長 ：はい。諮ります。 

島袋裕二理事 ：会員から「これから総会に諮るのに、契約したんですか？」という質問が

あるのではないでしょうか。 

金城行男会長 ：総会の前に沖縄会は、本契約しているのでしょうか。 

近藤哲司副会長：条件付きで発注しているという事ですよね。 

島袋裕二理事 ：説明文の表現の仕方を変えた方が良いのではないでしょうか。 

金城行男会長 ：大型会は契約していますけど、沖縄会は総会で否決されたら抜けますとい

う事も、ちゃんと説明した方が良い。 

島袋裕二理事 ：コスト削減の中で、開発費を押さえることが可能と記載されていますが、

資料の中にその根拠が示されていません。私たちは、理事会とかで聞いているから、わかる

けれど、総会では説明を聞いてない人が質問するから、説明できるようにした方が良いと思

います。 



金城行男会長 ：メリットの話だけでなく、デメリットの話もした方が良い。予算のところ

で、初期の導入費と年間保守料は、分けて説明した方が良い。 

島袋裕二理事 ：先ほどの支出額の備考欄のところにも、「統一システム初期導入費」と入

れてた方が良い。 

福原義隆副会長：わかりました。 

半嶺当徹総務部長：本会単独でシステムを導入した場合と統一システムに参加した場合の根

拠の資料を作成します。 

 

・令和７年度 会員表彰候補者名簿について 

金城行男会長 ：会員表彰候補者について決議を取ります。 

参加者全員  ：異議なし。承認。 

 

・定時総会集合時間 ５月１６日（金）午前１１時３０分 

・来賓への案内は４月４日（金）に事務局より行う。 

 

・定時総会議事について 

 第１号議案 令和６年度事業報告及び会務報告の件 

 第２号議案 令和６年度決算の承認並びに監査報告の件 

 第３号議案 会費値上げの件 

 第４号議案 統一システムの件 

 第５号議案 令和７年度事業計画（案）審議の件 

 第６号議案 令和７年度予算（案）審議の件 

 第７号議案 役員改選の件 

 第８号議案 その他運営に関する件 

 

７． 周年祭とシンポジュウムの件 
金城行男会長 ：講演会のイメージは、琉球国～沖縄～未来へ という感じです。 

・講演者の候補  

安里進様（琉球国の図について） 

金城善様（沖縄県の地籍の流れについて） 

  日本測量協会（災害復旧の測量について） 

金城行男会長 ：沖縄の６０周年祭の講演会について、何か案はありますでしょうか。 

比嘉常博業務部長：沖縄の６０周年祭と九州のシンポジュウムも同時にとなると、無理があ

るのではないでしょうか。分けて行う事も可能でしょうか。 

金城行男会長 ：可能です。 

細野陽一研修部長：危険生物について生物ライターに講演をしてもらう案。 

福原義隆副会長：空き家対策、相続登記義務化の講演の案。 

近藤哲司副会長：シンポジュウムを主体にする場合、聴衆は土地家屋調査士になるのですか。 

半嶺当徹総務部長：一般参加もＯＫだと思います。 

澤岻公亮社会事業部長：災害復旧関係は、いいかなと思います。 

金城行男会長 ：比嘉業務部長が言ってたとおり、周年祭とシンポジュウムを一緒に行うと

いうのは、難しいかもしれませんね。少し検討します。 



 

知念事務局長 ：日調連の方から、領収書が必要かどうか回答をしてほしいとのことですが、

どうしましょうか。 

近藤哲司副支部長：会長一任でお願いします。存続。 

 

 

以上、上記の内容に相違ないものとして署名押印する。 

 

令和 ７ 年   月   日 

 

 

      議     長       金 城 行 男          

 

      議事録署名人      比 嘉 常 博          印 

 

      議事録署名人      諸 喜 田 秀 和         印 


